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患者アドヒアランス向上を実現するコミュニケーション
　日本の高血圧患者のうち約7割は血圧値を適切にコントロールできていないとされていま
す。適切な血圧管理を実現するには、患者の心身状況のみならず生活環境などを踏まえた適
切な介入が重要です。その実現に向け診察室での指導に加え、待合室での環境整備やパラメ
ディカルの介入、アプリ等の新たなテクノロジーの活用などが進んでいます。そこで今回の
特別企画セッションでは「患者アドヒアランスの向上」をテーマに、3名の先生方をお招き
し、日々の高血圧診療において実践されている患者の主体性を上げるためのコミュニケー
ション術、手法などについて意見を交わしていただきます。
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高血圧オンライン診療の最適解は、コラボレーションである




